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ジ ョン ・ペ リー の 数 学教 育 論 に関 す
る一考 察
大 下 卓 司(os田TATakuji)
本稿は、20世 紀初頭の数学教育改造運動(以 下、改










とし、 ドイツ、フランス、アメ リカ、そ して日本にお
ける国際的な数学教育改革の呼び水 となった。
他方、改造運動を先導 したペリーは中等教育 ・高等
教育機関で数学 ・科学教育に携わった。1871年 、ペ リ





年か ら1886年 ではペリーはフィンスブレー ・テクニカ
























































































を古典から科学へと転換 し、有用性 とい う新たな基準
から学校数学を再構築したとい うことを講演から明ら



















































































数多 く存在す ることに着 目した。2002年 教育監査法









































































































































ブ リッツ ・イ ェー デ の音 楽教 育論 に
関 す る一 考察














































































































































































































































































































































伝承:参 与観察とライフス トー リー ・インタビ
ューを基に







ーチ と呼び、環境や状況、他者 とのインタラクシ ョン
を重視 した研究が生まれてきた。
学習者 と他者やアーテ ィファクトとの相互作用 を問
題にする研究以外にも、認知や学習の状況や環境から










































た地唄を伴奏 とす る座敷舞を中心に舞を伝 えている流
派である。
2-2.方 法





































の滑 らかな動きでは腰を使って肩を動かす ことで滑 ら
かさを作り出すという点にこだわ りをもって伝えてお










で自らを律 して舞 うように指導 されていたのである。




と語 る。瑞穂氏が過 ごした、そ して現在も過ごしてい
る時代は 日本舞踊 自体が 「技巧的に」大きく変化 した
時代でもある。 このように日本舞踊全体の技巧的な方



























きに対して繰 り返 し間違えを伝えたりす るなどのこだ
わりをつ うじて、瑞穂氏の捉 える 「滑らかさ」などの
技能がどのようなものなのかを伝えてお り、このよう








体が瑞穂氏の人生の中で変化 してい くことを通 じて、
篠塚とい う流儀を継承しているのである。








そ して、瑞穂氏の篠塚とい う流儀で葛藤 しつつ新た
に生成 させた意味づけは弟子が 「今 ・ここ」で伝えら
れている技能を習熟 し、篠塚流の後継者 となっていく
中で受け継いでい く必要があるものなのである。この
























































































































ク トリアプロセス ・スタンダー ド作成に関わってお
り、著書の内容から2000年 に出版された 『専門的
実践力を高めるための教員評価』をビク トリアプロ



























































1930年 代 に おけ るデ ュー イの コ ミュ
ニ テ ィ ・ス クー ル論
クラップによるコミュニティ ・スクー
ルの実践を手がか りに































































学的に組織化 されたカ リキュラムの重要性 を強調 した。
そこで注 目すべき点として、組織化することが 目的と
してではな く、社会関係、独特な人間的な繋 りや結合




























































かにっいても論 じられ、学校 とコミュニテ ィとの連携
の在 り方について具体的な主張が展開されていた。ま
た、クラソプによる実践は、学校とコミュニティが双
方向の関係 にある重要性を認識 し、そ ういった関係を
築 くように取 り組まれた点で、デューイの理論を具体



































































































































































































































































































































































































































































































































を目的として1979年 から1989年 まで実施 された。
共通一次に関する先行研究では、共通一次の導入によ













































































































































1松 下佳 代 「3つの 習 熟概 念(習 熟 と学 力 〈特集 〉)」 『教
育 』vo1.44No.2、pp.6-14、 国 土社 、1994年 、pp.6-13。
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5岸 本 裕 史 『続 見 え る学 力 見 えな い 学 力 』







































般における問題 として捉えてお り、生き方に対す る価






























また今回の研究に際 していくつかの課題 も残 された。
一つ 目としては初めに想定していたメディアの変容と

































































































そのあとに続 くス トー リーを3コ マ漫画形式で自由に
作成してもらう方法で描かれた内容を分類 ・検証 した。
①～④それぞれにおいて語 られた物語をネガティブ、
ニュー トラル、ポジティブに分類 し、3水 準分析を行
った。また、① と②においてはさらにネガティブを 「他
罰」と 「自責」に、ポジティブを 「他者相談」と 「自
己強化」に分け、5水 準分析も行った。
精神的回復力の尺度は石毛(2001)に よる中学生用
精神的回復力尺度(26項 目 ・4段 階評定)を 使用 し、
因子分析の結果、1項 目を除外した25項 目において先



























ラブルに直面 した とき、まず自分の行動を振 り返り人
に話を聞いてもらい(反 省開示)、 いろいろな角度から























老年 期 に お け る 「私 と子 ど も」 の 関
係性
一 過去 ・現在 ・未来におけるイメージ画
分析をもとに





























ポー トを表すグループ(『 親→子』グループ)、 二つ目








































































































にまかせておくことが、子 ども達に とって 「自由」で
あると考えていた。それに対し、後期の野村は、社会
や組織の中で活きる個性や主体性を育てることが、子





えなおす ことで、後期では超越的な 「生命」に頼 らず
に、子 どもの自由を尊重することと矛盾することなく、
教師の指導の必要性を説 くことができるようになった。
今回は考察できなかったが、野村が学校において家
族的な雰囲気を作ることを目指 していたという点は、
教師の指導 と子どもの自由のバランスをとる鍵になっ
ていたと考える。 この点は、学校がどうあるべきか、
人々の関係がどうあるべきかとい う、現代の学校、社
会のあり方につながる問題を含んでお り、更なる検討
が必要である。今後の課題 としたい。
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